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財団法人 武田科学振興財団 

「2010 年度 特定研究助成」募集要領 

───────────────────────── 

 

（財）武田科学振興財団においては、下記の通り「2010 年度 特定研究助成」の

募集を行っております。 

記 

１. 対象および応募資格 

   我が国の医学の発展に向け、研究機関が総力をあげて取り組む共同研究（学内

または複数機関の融合研究）に対して助成するもので、研究機関を対象にしま

す。 

例えば、異分野間の研究、申請機関の注力研究・特有の研究、難病疾患研究（オ

ーファン疾患含む）などを重視した先見性・独創性の高い研究が該当します。 

申請は１機関１件とし、所属機関長の推薦のある候補に限ります。 

所属機関長とは、①大学の場合は総長、学長（附属研究施設は大学に含みます） 

②その他の研究機関の場合は大学と同様に機構単位で取り扱います。（機構と

して 1件、所属機関長は機構の総責任者） 

 

本助成は研究機関の共同研究を対象とした助成であり、公的助成、民間助成の

支援のない研究を優先する。研究者個人の研究は採用しない。 

 

  ※応募機関の留意事項 

   特定研究助成［Ⅰ］2007、2008、2009 年度特定研究の助成金を受けられた機関

の応募はできません。  

   企業に所属する機関の応募はできません。 

   機関長が自薦することはできません。 

２. 金額および件数 

1 件 5,000 万円～1億円（総額 8億円）  10 件～15 件 

３．応募方法 

   「特定研究助成申込の留意事項」および「ＦＡＱ」を熟読のうえ、申込書一式に

必要事項を記入し、当財団に送付ください。 

※応募書類は特定研究助成申込書を 3部、研究要旨および論文を 2部提出くだ

さい(コピー可)。また、送付の封筒表面に「特定研究」と記入ください。 

応募締切：2010 年 4 月 9 日(金) 必着 

４．選考方法 

当財団に設置する選考委員会にて選考します。 

選考結果は、2010 年 8月下旬までに事務局から各応募者に通知します。 

５．贈呈方法 

助成金は、所属される機関の所定方法に従い贈呈します。 

なお、2010 年 11 月に贈呈式を予定しております。 

６．本件に関するお問い合せ先 

〒532-8686 大阪市淀川区十三本町 2-17-85 

財団法人 武田科学振興財団 研究助成事務局 

TEL(06)6301-4309   FAX(06)6300-6034   E-mail:info@takeda-sci.or.jp 

   

以 上 



財団法人 武田科学振興財団 

事 務 局 

「2010 年度 特定研究助成」申込の留意事項 

 

申込に際しては募集要領およびＦＡＱを熟読のうえ、下記留意事項に従ってお申込みくだ

さい。応募用紙はダウンロードしてお使いください。 

１．応募用紙は「2010 年度特定研究助成申込書」、「研究要旨」、「助成申請金額および使途

計画」および「被助成歴」の４様式から成っております。各項目に従って記入くださ

い。 

(1) 応募機関・住所・郵便番号・氏名・部科・職位・電話番号・FAX 番号・E-mail につい

ては、連絡をさせていただく必要上、正確に記入ください。 

(2) 応募申込代表者の主要論文リスト（15 件以内、リスト記載時の留意事項①全著者名

を記載する②応募申込代表者名には下線を引く③雑誌名はゴシック体で記載する）を

「研究要旨」No.5 に記載し、代表論文（2編までに限る）を添付ください。 

(3) 各用紙に氏名欄が有りますので、記入漏れのないようにお願いします。 

２．応募書類は申込書を 3 部、研究要旨、助成申請金額・使途計画、被助成歴および論文

（2 編までに限る）を 2 部提出ください(コピー可)。また、送付の封筒表面に「特定

研究」と記入ください。 

  応募締切：2010 年 4 月 8 日（金） 必着 

３．助成金をお受けになった研究者には、後に下記のことをお願いしますので、その旨お

含みのうえ応募ください。 

(1)研究経過（2012 年 3月末）、研究成果（2013 年 3 月末）の報告を願うこととしており

ます。 研究途中の場合は経過概要を原稿用紙 3～4枚程度にお纏めのうえ報告くださ

い。 

(2)研究発表された場合には別冊を一部当財団宛に送付いただくようお願いします。 

 なお、研究の発表に際しては、当財団からの助成を受けた旨の記載をお願いします。

（財団英文名：Takeda Science Foundation ） 

(3)助成金は、助成対象研究に直接関係ある費用に限って使用ください。 

使途明細報告書を当財団に提出いただきます。（2013 年 3月期限） 

４．助成金は、2010 年度中に研究代表者に一括贈呈します。 

５．2007、2008、2009 年度に本助成を受けられた下記の機関の応募はできません。 

     愛知県心身障害者コロニー、医薬基盤研究所、大阪大学、大阪府立病院機構、岡山

大学、川崎医科大学、癌研究会、関西医科大学、九州大学、京都大学、群馬大学、

慶応義塾大学、神戸大学、国立がんセンター、国立国際医療センター、国立成育医

療センター、埼玉医科大学、自治医科大学、順天堂大学、千葉大学、千葉県がんセ

ンター、東海大学、東京医科歯科大学、東京都老人総合研究所、東北大学、鳥取大

学、長崎大学、新潟大学、浜松医科大学、福島県立医科大学、北海道大学、宮崎大

学、横浜市立大学、理化学研究所 

６．応募内容は秘密を厳守し、本選考以外には使用しませんが、提出いただいた書類は返

却しません。また、贈呈者に関する情報(氏名、所属、研究課題、金額)は、一般公開

しますので、予め了承ください。 

以 上 



ＦＡＱ（研究助成） 

 
【応募について】 

１． Ｑ：同一年度複数の応募はできますか？（医学系研究奨励と生命科学助成など） 

Ａ：全ての助成プログラムを通して、同一年度 1研究者 1件としております。 

 

２． Ｑ：臨床試験、自主研究のテーマで応募できますか？ 

Ａ：応募は可能ですが、企業の支援等を受けている研究は遠慮ください。 

 

３． Ｑ：過去に応募し選考されなかったテーマで、本年度応募できますか？ 

Ａ：応募できます。 

 

４．Ｑ：昨年度に研究助成贈呈対象となった研究者が所属する科から、別の研究者が本年        

度に応募することはできますか？ 

Ａ：贈呈対象となった研究および類似のテーマでの応募は遠慮ください。昨年の贈呈

対象研究と異なった研究内容・テーマについては応募できます。 

 

５． Ｑ：現在留学中ですが、海外からの応募はできますか？ 

  Ａ：遠慮ください。 

    本年度中に日本に帰国し国内で研究されるケースなど応募いただける場合もあり

ますので当財団事務局に相談ください。 

 

６．Ｑ：「高等学校理科教育振興奨励」の応募資格について、高等学校教員およびそれに準

ずる教育機関の職員とありますが、教育センターの理科担当（指導主事など）は

応募することができますか？ 

  Ａ：応募できます。 

 

７．Ｑ：本年度の研究助成に応募したいと考えています。応募書類は何部必要でしょうか

Ａ：応募書類は申込書を 3部、研究要旨・論文を 2部提出ください（コピー可）。 

 

８．Ｑ：特定研究助成で 1 機関とは大学、センター、研究所夫々1 件と考えていいでしょ

うか？ 

Ａ：大学として 1件です。推薦者〈所属機関長〉は総長・学長とお考えください。 

 



９．Ｑ：特定研究助成の応募資格で、研究機関が総力をあげて取り組む共同研究とありま 

すが、1研究室での応募は可能でしょうか？ 

  Ａ：学内または複数研究機関の融合研究を考えております。例えば、同一大学内での 

基礎教室と臨床教室の共同研究、複数大学の共同研究、大学と関連機関での共同 

研究などを想定しています。 

 

１０．Ｑ：工学部に所属し、生命科学領域における基礎研究に携わっていますが、医学系

研究奨励に応募することができますか？ 

   Ａ：医学・歯学・薬学系研究者を除いた生命科学研究者を対象にライフサイエンス研

究奨励の募集をしております。是非、ライフサイエンス研究奨励に応募ください。 

 

１１．Ｑ：医学部に所属していますが生命科学研究助成に応募することができますか？ 

   Ａ：応募できます。 

 

１２．Ｑ：医学部に所属していますがライフサイエンス研究奨励に応募できますか？ 

    Ａ：ライフサイエンス研究奨励は医・歯・薬学部卒業の方は遠慮ください。 

     また所属施設が医・歯・薬学系の方は遠慮ください。 

 

１３．Ｑ：歯学部に所属していますが、個人としてどのプログラムに応募できますか？ 

   Ａ：個人としては、生命科学研究助成、医学系研究奨励のいずれかに応募できます。 

 

１４．Ｑ：武田科学振興財団 HPの研究助成に報彰基金の応募の記載がありませんが？ 

    Ａ：報彰基金は、事業実施期間を 1999年事業年度から 2008年事業年度の 10年間

として実施してまいりました。2008年度で終了いたしました。 

     生活習慣病関連の基礎研究及び臨床研究は、医学系研究奨励〈生活習慣病〉に

応募ください。 

 

【推薦者について】 

１． Ｑ：大学教授ですが、誰に推薦してもらえばよいでしょうか？ 

  Ａ：大学教授の所属長は組織によって異なりますが、研究所長、研究科長、学部長、

学長などと考えております。 

 

２．Ｑ：准教授ですが、誰に推薦してもらえばよいでしょうか？ 

  Ａ：所属する講座の長である教授に推薦してもらってください。講師、助手、医員の

方も同様に教授に推薦してもらってください。 



 

３．Ｑ：1推薦者が推薦できる候補は 1件のみですか？ 

  Ａ：1助成プログラムに 1件のみの推薦としております。 

    各プログラム 1件の推薦は可能です。 

 

４．Ｑ：応募申込者が教授で年齢等の応募条件を満たす場合、自薦は可能ですか？ 

  Ａ：自薦は遠慮ください。 

（特定研究助成では、機関長自らが、自薦することは出来ません。） 

 

５．Ｑ：教授が研究科長、学部長、研究所長、病院長などを兼務している場合は、2件の 

  候補者を推薦できますか？ 

  Ａ：1助成プログラムに 1件のみの推薦とさせていただいております。 

    2件以上推薦された場合は、受付順位の早い候補 1件を受付ます。 

 

６．Ｑ：医学系研究奨励の生活習慣病、精神疾患・脳疾患、基礎、臨床分野のそれぞれに 

    推薦することは可能ですか？ 

  Ａ：医学系研究奨励として１助成プログラムと考えていますので４分野のなかで１件

しか推薦できません。 

     

【記載内容等について】 

１．Ｑ：所属の記載は大学院医学系研究科でいいですか？ 

  Ａ：大学院医学研究科代謝内科学、消化器外科学など詳細に記載ください。 

    推薦者の所属も同様に詳細に記載ください。 

 

２．Ｑ：医学系研究奨励では研究要旨の記載は 5ぺージ以内となっておりますが 6ページ   

    になってもいいですか？ 

  Ａ：５ページ以内を遵守ください。 

 

３．Ｑ：主な共同研究者は記載する必要がありますか？ 

  Ａ：必要な場合のみ記載ください。但し、特定研究助成では記載は必須です。 

 

【研究費について】 

１．Ｑ：所属施設では 10％の間接経費を徴収されるので、研究費を個人で受け取れません

か？ 

  Ａ：施設に受入ルールがある先は全て施設での受入となります。 



 

２．Ｑ：現在、大学病院に所属して留学中です。収支報告に海外での研究費用が含まれて

もいいですか？ 

  Ａ：海外での研究費用も含み研究費の使途は自由です。ただし、施設のルールに則っ

ていること、対象研究の研究費用であることが条件です。 

 

３．Ｑ：他大学に転出することになりましたが、助成金を移すことは可能でしょうか？ 

  Ａ：現在在籍している大学のルールに従って対応ください。移された場合は当財団に

報告をお願いします。 

 

４．Ｑ：奨励金の支出は研究成果を報告する 2012 年 3 月末までに完了する必要がありま

すか？ 

  Ａ：2012年3月末までに使い切る必要はありません。研究終了時点まで使用できます。 

 

５．Ｑ：特定研究助成の助成金は機関として管理する必要がありますか？ 

  Ａ：応募申込代表者の機関で受入および管理いただき、収支報告書の提出をお願いし

ております。 

 

６・Ｑ：助成金を人件費に使用することは可能でしょうか？ 

  Ａ：財団では使途を制限しておりません。対象研究に限っての使用と施設のルールに

則って使用ください。 

 

【報告につて】 

１．Ｑ：採択された場合は 2012 年 3 月までに研究経過または研究成果の報告することに

なっておりますが規定の様式がありますか？ 

  Ａ：様式はありません。既に論文が掲載されている場合は別冊またはコピーを送付く

ださい。 

 

２．Ｑ：研究成果の報告は論文を送付するということでいいでしょうか？ 

  Ａ：それで結構です。 

 

【その他】 

１．Ｑ：申込書一式はホッチキスどめしていいでしょうか？ 

  Ａ：選考資料を作成するためホッチキスどめは避けてください。 

 



２．Ｑ：申請書一式は両面印刷していいでしょうか？ 

  Ａ：印刷は片面印刷でお願いします。 
以上 


